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 エルゼビアにおける近年のオープンアクセスの進展

について、ご紹介します。三つのテーマを扱います。

第一にオープンアクセス全般の進展、第二にエルゼビ

アの活動、第三に当社の機関リポジトリサービスです。 

 

OA全般の進展 
 このグラフは、英国政府のため当社が実施した調査

に基づくもので、全ての出版社のハイブリッドジャー

ナル、予約購読型ジャーナルのゴールド・オープン・

アクセスの推移を示しています（図 1）。予約購読型

コンテンツは世界的に 3～4％の割合で増加し、当社

では 2013 年に約 330,000 本の論文を刊行しました。こ

れは前年を 20,000 本上回る数字でした。ゴールド・

オープン・アクセス・コンテンツは、私たちの期待よ

り速い成長速度で約 20%の伸びを示しています。エル

ゼビアでは、昨年約 6,000 本のゴールド・オープン・
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（図 1） 
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Gold open access content:
• Growing at approx. 20% in 2013  

• Total article share (hybrid + ‘’pure’’ 
Gold) of approx.8.2% in 2013 

• The total article share of all 
immediately accessible OA articles is 
12.7% including subsidized open 
access

• In 2013, Elsevier published over 
6,000 gold open access articles

Subscription content:
• Grows year on year at approx. 3-4% 

• total article share of approx. 87.3% in 
2013  

• In 2013, Elsevier published over 
330,000 articles, with increase of 
20,000 extra subscription articles

In 2013, estimated worldwide 2,041,106 published subscription 
and 297,596 published open access articles 

Source: Calculation method draws on an approach pioneered in the 2013 BIS study and has since been proposed as the method to monitor uptake of OA in the UK. 
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アクセス論文を出版しました。 

 世界のポリシーについては、例えばアメリカでは政

府機関がパブリック・アクセスに関するポリシーを導

入する一方、出版社は CHORUS システムを、大学は

SHARE システムを開発しました。アメリカは主にグ

リーンポリシーを採用していますが、欧州は混合型で

す。イギリスでは、ゴールド・オープン・アクセス・

ルートが非常に重視されています。これはオランダも

同じですが、混合型アプローチも見られます。アジア

太平洋に目を向けると、中国や日本などはどのモデル

を選ぶか議論が続いています。しかしオーストラリア

は、12 カ月間のセルフアーカイブを義務づけるグリ

ーンポリシーを基本的に採用しています。 

 

エルゼビアでのOAの進展 
 当社では、研究コミュニティの関心に応じて刊行物

や OA 出版を増やしています。例えば当社は現在、

100 以上の完全 OA ジャーナルを刊行しており、当社

が保有する全ての雑誌でハイブリッド・オープン・ア

クセスによる出版を行えます。グリーンアクセスにつ

いては、当社の全ジャーナルでセルフアーカイブが可

能で、リポジトリの機関内であれば出版後すぐに利用

でき、エンバーゴ期間が過ぎれば一般公開が認められ

ます。当社は、様々なクリエイティブ・コモンズ・ラ

イセンスを採用しています。当初は OA ジャーナル全

てに同一の出版料金を採用していましたが、現在は変

更しており 500～5,000 ドルとばらつきがあります。 

 OA ポリシーに関しては、助成団体といくつか合意

を交わしていますが、グリーンオープンアクセス方式

も存在します。世界銀行がその一例です。例えばウェ

ルカム財団はゴールド・オープン・アクセス方式です。

私たちは、研究を支援し、掲載プロセスが透明で、順

守することが容易な優れた OA ポリシーを策定するた

め、助成団体との協力を望んでいます。ゴールド方式

の合意に関しては、著者の投稿プロセスを簡素化でき

るようワークフローの支援に取り組んでいます。助成

団体に対して、報告も行っています。 

機関リポジトリサービス 
 研究機関の OA ポリシーについて、三つの原則を紹

介します。一つ目は、著者が自分で選んだジャーナル

に掲載できるよう、学問の自由を尊重し推進すること

です。二つ目は、研究者が研究に時間を使えるよう、

彼らの事務負担を極力減らすことです。出版社は研究

エコシステムで貴重な役割を果たすため、インフラ面

の重複を避け、既存インフラの活用に努めるべきです。

機関サービスについては、当社の現在の掲載ポリシー

にはまず何よりも、リポジトリとの協力の方法が明記

されています。現在、当社は三つのプロジェクトを進

めています。第一に、発見可能性を高めるため、

Scopus や ScienceDirect からメタデータをフィードする

パイロットプロジェクトに取り組んでいます。第二に、

フルテキストを埋め込んで閲覧できるようにするパイ

ロットも行っています。先程の講演で、図書館が様々

なエンバーゴ期間をどうやって確認するかという話が

出ましたが、私たちは出版社のエンバーゴ期間を追跡

し、期間終了時に自動的に論文を公開できるようにす

る方法を検討しています。 

 グリーンオープンアクセスの問題点については、第

一に時間と労力が必要です。著者は、正しいバージョ

ンを登録し、メタデータもリポジトリに登録する必要

があります。よく無料だと誤解されていますが、無料

ではありません。図書館が購読費を払っています。利

用できるのはエンバーゴ期間終了後なので、すぐに公

開されるわけでもありません。当社の場合、受理され

た著者原稿があっても、最終的に出版されたバージョ

ンを出版社のウェブサイトに掲載すべきだと考えてい

ます。そこでは、追加の機能やデータを著者に提供す

ることができます。皆さんが研究者の立場になれば、

どちらのバージョンを読みたいと思うでしょうか。基

本的に、読者は最終版を読みたがります（図 2）。 

 総括として 3 点述べたいと思います。第一に、当社

は OA 出版社です。オープンアクセスを積極的に支持

し、研究コミュニティに、好きな形式で好きなジャー

ナルに掲載できる選択肢を提供することを重視してい
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ます。第二に、エルゼビアを代表して本フォーラムに

お招き頂き、非常に光栄です。私たちは研究コミュニ

ティとの協力に関心を抱いているからです。私たちは

一つのエコシステムであり、助成団体や研究機関と協

力して、研究者や一般市民を含む社会全体のため、優

れた解決策を考案したいと考えています。 

 リポジトリに関する私の論点三つを要約すると、研

究者が自分で発表の場を選べるよう選択肢と自由度を

極力増やすべきだということ、研究者の事務負担を減

らすこと、様々なソリューションの考案に関し幅広い

技術的知識を持つ出版社と協力すべきだということで

す。本日お集まりの皆さまは、私たちと同じくこうし

た課題に日常的な業務として取り組んでおられると思

いますので、議論を続けてさせていただければ幸いで

す。ありがとうございました。 

（図 2） 
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How do researchers want to read research? 
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% read on screen only

% of articles read on screen, then downloaded 
for reading later

% of research articles downloaded, printed and 
read (e.g. minimal reading on screen)

% of research articles read in the print version 
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To Cite Check a
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What version do researchers prefer to use?
Final Article Accepted Manuscript

Source: 3,090 researchers responded to a survey of 54,442 individuals randomly selected from Scopus. Representative response by country and discipline.  Fieldwork took place  from 8 November to 3 December 2012.
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